
＜平成２４年９月  第３回定例会 一般質問議事録より＞ 

◆４番（山本みちよ君） 

立川市平和都市宣言 20 周年を迎えてについてでございます。 

平成４年３月 27 日、我が立川市は、平和を願い、戦争の惨禍を繰り返さないこ

とを誓い、憲法を擁護し、市民が安心して暮らせる平和都市であることを宣言

いたしました。 

私は、平成 22 年９月議会での初質問のときに、平和とは、何もせずに続くもの

ではなく、利己主義の心を廃し、次世代へ平和の心をつなぐための具体的な行

動、また、平和へのメッセージを発信し続けることが大切であるとの観点から、

市長の平和都市宣言に対するお考えをお聞きし、その際、次のように御答弁を

いただきました。 

私は、平和の願いと、その尊さを訴え、後世に引き継ぐこと、平和を希求する

心を育むことは、悲惨な戦争を二度と繰り返さないために、必要不可欠なこと

と考えており、この宣言を尊重し、これまで平和や国際交流に関するさまざま

な施策や事業を展開してまいりました。これからも引き続き世界平和を希求し、

市民が安全で安心して暮らせるまちづくりに取り組んでまいります 

－－と、ことしは、この立川市平和都市宣言 20 周年の佳節を迎えることになり

ました。 

そこで、改めまして、この平和都市宣言についての市長の基本的なお考えをお

聞かせください。 

 

◎市長（清水庄平君） 

平和都市宣言についての見解でございますが、全く変わっておりません。立川

市は、過去の戦争を教訓として、戦争の惨禍を再び繰り返さないことを誓い、

憲法を擁護し、市民が安心して暮らせる平和都市であるとの考えから、平成４

年３月に平和都市宣言を行ったところであります。私は平和を願い、そのとう

とさを訴え、後世に引き継ぐこと、平和を希求する心を育むことが、悲惨な戦

争を二度と繰り返さないために、必要不可欠なことと考えており、この宣言を



尊重し、これまで平和や国際交流に関するさまざまな施策や事業を展開してま

いりました。これからも引き続き、世界平和を希求し、市民が安全で安心して

暮らせるまちづくりに取り組んでまいります。 

 

◆４番（山本みちよ君） 

平和行事参加への補助制度の導入について、お伺いをいたします。 

ただいま、市長より、平和都市宣言についての基本的な考え方を聞かせていた

だきました。平和の願いと、そのとうとさを訴え、後世に引き継ぐこと、平和

を希求する心を育むことは、必要不可欠である。まさに、そのとおりでありま

す。 

この次世代へどのように継承していくのか、その一つの取り組みとして、小金

井市や埼玉県茅野市では、広島での平和記念式典に市民が参加をする、広島平

和の旅を実施しております。これには一部補助を行っていて、毎年、希望者の

中から、子どもたちを中心に数名が参加をされております。原爆ドームや平和

記念資料館など、現地に行って、目で見て、肌で感じることで、参加者の心に

は平和への思いが一段と深く刻まれることと思います。 

我が立川市においても、平和行事に参加する機会を市民に対して広げていくよ

うな、また、市民の参加しやすい仕組みをつくるといったようなことはできな

いものかと考えますが、この点について、市の見解をお聞かせください。 

 

◎行政管理部長（遠藤幸男君） 

平和都市宣言に基づいた各種の取り組みについては、継続実施をしております。

特に今年度は、平和都市宣言 20 周年であることから、４月の早い時期から平和

都市宣言の言葉をつけて、コンサートあるいは映画上映、見学会等を実施して

いるところでございます。 

今後につきましても、平和都市宣言の周知と平和事業を広く広報等を活用し、

市民に平和の大切さを訴えてまいりたいと考えております。 



 議員御要望の補助金の創設につきましては、課題等もあり、今現在、難しい

と考えております。 

 

◆４番（山本みちよ君） 

立川基地返還 35 周年でもある本年、かつて基地のまちと言われた立川市は、現

在、緑豊かな昭和記念公園を抱き、また、多摩地区をリードする中心都市へと

発展をしております。この平和都市宣言 20 周年を一つの契機として、市民の皆

さんの平和への意識向上を図るためにも、こうした平和行事へ市民が参加しや

すい仕組みづくりを、ぜひとも今後、考えていただきたいことを要望させてい

ただきます。 

次に、戦争体験の伝承、語り部の育成をについて、お伺いをいたします。 

８月 25 日号の広報たちかわに、平和について考える多摩の戦跡バス見学会の案

内が記載をされておりました。ただいまも、記念コンサート等とか、映画界と

いった御報告がありましたが、平和都市宣言 20 周年の本年、平和学習事業とし

ての市の取り組みについて、お示しをいただきたいと思います。 

 

◎教育部長（新土克也君） 

先ほど、行政管理部長のほうから、幾つかの取り組みをしたところでございま

すけども、本年度、今、議員御指摘のような、20 周年を迎えまして、平和のと

うとさを語り継ぐことの大切さを広く市民に理解していただくことを目的に、

20 周年事業として、埼玉県平和資料館見学の平和を見つめるバスツアー、映画

会、多摩地区と我が家の戦争・戦後写真展、平和コンサートの事業を実施して

おるところでございます。 

今後も、市民への平和のとうとさの意識の向上を図るため、平和学習事業の充

実を図っていきたいというふうに考えております。 

 

 



◆４番（山本みちよ君） 

私も先日、柴崎学習館で開催をされておりましたパネル展示、多摩地区と我が

家の戦争・戦後の記録に行き、拝見してまいりました。時間帯が悪かったのか、

私のほかには誰もおらず、もう少し周知があってもよいのではないかというふ

うに感じました。 

これからの時代を担う子どもたちには、こうした企画や催しへ行って、学ぶと

同時に、身近なところで戦争体験を聞くことも大切であると考えます。 

私も、我が子が小学校高学年のときに、学校の授業の一環として、地域に住む

戦争を経験された方のお話を聞く機会があり、とても貴重な経験となりました。

また、戦争体験の伝承の必要性も強く感じました。 

しかしながら、昭和 20 年の終戦から 67 年が経過をし、これから先の伝承をと

考えてみたときに、実際に戦争を体験した世代の方々は御高齢になっておりま

す。次の世代への伝承のために、例えば戦争体験の語り部の育成を社会教育の

一環として進めていくといったようなお考えはないのか、市の見解をお伺いい

たします。 

 

◎教育部長（新土克也君） 

戦争体験を伝えていくことは、さまざまな記録、体験書物などもございます。

今、議員御指摘のように、伝承していく市民は高齢化ということもございます。

サークル団体や個人の方の記録を語り継ぐことが行われているということはあ

るかと思いますけども、そういう、今、高齢化というような状況にございます

ので、今後、戦争体験を語り継ぐための大切さを市民に御理解いただくという

ような、伝承者育成のための講座事業等を検討していきたいというふうに考え

ております。 

 

◆４番（山本みちよ君） 

それでは、その推進をどうぞよろしくお願いいたします。 



平成 21 年、お隣の国分寺市では、非核平和都市宣言 25 周年記念行事を市立ホ

ールにて開催をされております。 

我が立川市におきましても、５年後の 25 周年には、ぜひともこうした記念行事

の開催ができるよう検討していっていただきたいと考えますが、このことにつ

いての御答弁を求めます。 

 

◎教育部長（新土克也君） 

最初に、市長のほうの答弁がございましたけども、平和のとうとさを語り、後

世に伝え、語り、引き継ぐということは、非常に重要なことと思いますので、

引き続き、私どものほうもこういう取り組みを行ってまいりたいと思います。 

その取り組みの中で、今、御紹介をいただきましたようなことも参考にしなが

ら、検討してまいりたいというふうに思います。 

 

◆４番（山本みちよ君） 

かつて、基地のまちと言われた立川市が、多摩地区をリードする平和のまちと

しての決意を持って、１年１年、平和の歴史を築いていっていただけますよう、

今後とも、御努力をよろしくお願いをいたします。 


